
  

 
 

 

 
 

 

 
 
 

 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№１７９ 

令和６年 

TEL 922-4035 FAX 922-4036 

（行政窓口  TEL 922-2461） 

人口 14,091 世帯数 6,968  

令和６年 1 月 1 日現在 

 

２月号 

発行 大歳地域交流センター 

開館時間 8 時 30 分～17 時 15 分  

 

大歳地域交流センター 

公式Ｘ（Twitter）アカウント 
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１日(木) 燃やせないごみの日 

２日(金) 市・県民税申告相談（9：30～14：00） 

       大歳小学校地域参観日（12:55～14:40） 

３日(土) 恵方巻を作ろう！【大歳地区社協】 

      (9:30～11:30  ※受付 9:00～) 

５日(月) 大歳お花づくりの会(9:00～12:00) 

９日(金) ぶっくん来館日（15：20～16：00） 

１２日(月) 大歳お花づくりの会(9:00～12:00) 

１４日（水） 母子相談 

１５日（木） 金属・小型家電製品の日 

 

１６日（金） パソコン相談（受付 10：00～10：30） 

子育てサークル太陽クラブ（10：00～） 

１７日（土） みんなのひろば（13：30～15：00） 

１９日（月） 大歳お花づくりの会(9:00～12:00) 

２１日（水） びん・缶の日 

２３日（金） ぶっくん来館日（15：20～16：00） 

２６日（月） 古紙ペットボトル分別収集（大歳①） 

大歳お花づくりの会(9:00～12:00) 

２９日（木） 古紙ペットボトル分別収集（大歳②） 

※木曜日はプラ容器包装分別収集 

【大歳地区         の行事予定】 
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大歳のエトセトラ １２２ 

黒川鍋寿丸の歩んだ道 １                      

大内氏滅亡 室町時代の天文 14（1545）年に黒川（岩富・黒川市、対岸の福良・田屋島一帯）の地で生ま

れ、後に宗像大社 80 代大宮司になる黒川鍋寿丸の歩んだ道について調べてみました。黒川鍋寿丸は大内義隆

の重臣、陶晴賢の姪・照葉と山口に赴任していた宗像大社の 76・78 代大宮司宗像正氏（黒川隆
た か

尚
ひ さ

）の子で

したが、正氏には国元の宗像に妻（山田局）と、その娘に菊姫がいました。鍋寿丸が７歳になる天文 20（1551）

年９月に、晴賢は主君大内義隆に謀反を起こし、義隆は⾧門深川の大寧寺で自害します。謀反の約１カ月前

に隆尚の後任として、山口に出仕してきた 79 代宗像大宮司宗像氏男（黒川隆像）は正氏の甥で、正氏の娘（菊

姫）と結婚していました。氏男は晴賢の謀反の誘いを断り、義隆と運命を共にしています。謀反後、晴賢は

すぐに黒川鍋寿丸を母・照葉と妹・色姫とともに宗像に送り込み、宗像と改姓した鍋寿丸の相続に反対する

勢力を次々と殺害して、宗像氏の家督と大宮司職を継がせます。（註１）宗像鍋寿丸は、天文 23（1554）年義

隆の姉婿の石見国三本松城主吉見正頼が大内義⾧（註２）・晴賢に兵を挙げた時、義⾧側の三本松城攻めに軍を

送っており、また天文 24（1555）年 10 月の毛利元就の厳島合戦に破れ、自害した晴賢にも援軍を送ってい

たと言われます。宗像鍋寿丸はその後も、求心力を失っていく義⾧に従っていましたが、弘治３（1557）年

４月に、義⾧も毛利元就に高嶺城を攻め込まれ、逃亡先の⾧府の功山寺で自害します。義⾧が自害し、大内

氏が亡びたことで、大内弘世から 200 年間も続いた大内氏と宗像氏の関係は消滅します。（註３）この年に 13

歳になった宗像鍋寿丸は宗像氏貞と改名し、元服していますが、晴賢亡き後に義⾧に従っていた宗像氏貞は、

再び岐路に立たされることになります。（下表参照） 
大友氏から毛利氏へ  大内氏が亡びた後は豊後の大友宗麟（義

よ し

鎮
し げ

）が豊前・筑前を支配することになり、

氏貞も大友氏に従うことになります。しかし、毛利氏が、大内氏を亡ぼした後、北部九州に進出してくると、

筑前の領主は、大友氏から離れ毛利氏と通じるものが現われ、氏貞も毛利氏に従っていきます。永禄 2（1559）

年、氏 貞 が 15 才 に な る 年に、宗麟が毛利の手に落ちた豊前の門司城を攻略して来た時、毛利方に寝返った

氏貞に対する報復として宗像氏貞の支城を攻略します。氏貞は支城が落城すると、将兵らを城から撤退させ、

自らも居城を脱出して大島（宗像大社の中津宮ある島）に避難します。 

次回に続きます。                        （大歳史談会 文責：白上茂樹） 

（註１）天文 21（1552）年から 23（1554）年にかけて氏男（黒川隆像）の嫁・菊姫とその母・山田局、

氏男の弟・千代松丸、そして父・氏続を殺害。氏男の男子・国丸は難を逃れる。 

（註２）大内義鑑の次男（晴英）：母は義隆の姉、兄は大友義鎮（宗麟）。義隆自刃後に陶晴賢が大内家

当主に擁立。傀儡政権といわれる。 

（註３）弘世の娘が 56 代大宮司宗像氏重のもとに嫁ぎ、婚姻関係が始まる。 

参考文献：桑田和明著「中世筑前国と宗像社」及び、「郷土大歳のあゆみ」 

 

 

 

父 母

※山田局（正妻）   宗像正氏 陶晴賢の姪(照葉）

（黒川隆尚）  

黒川鍋寿丸（宗像氏貞） 妹・色姫

※菊姫   宗像氏男の妻      （※父は氏続 ＝正氏の弟）

（黒川隆像）

※弟・千代松丸 子・国丸は難を逃れる

※ 殺害された人

   黒川鍋寿丸 周辺の家系図


